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＜ 正  答 ＞  「◎」…解答として求める条件を全て満たしている正答 
          「○」…設問の趣旨に即し必要な条件を満たしている正答 
＜類型番号＞  類型１～８（最大）･･･正答・予想される誤答（複数の類型が正答となる設問もある） 
              類型９      ･･･「上記以外の解答」（類型１～８までに含まれない解答） 





























































































「平成○年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 ○学校 ○○」 「平成○年度【○学校】解説資料」
「平成○年度 全国学力・学習状況調査【○学校】報告書」 「平成○年度【○学校】報告書」 
「平成○年度 全国学力・学習状況調査【○学校】の結果を踏まえた授業アイディア例」 
「平成２３年度 全国学力・学習状況調査として実施予定であった調査問題を踏まえた 
























































































場面で活用 実生活や 見方や考 数と式 α1(3)理想化，単純化すること













る力 算数・数 数量や図 β2(2)結果を改善すること


































































































































(１) 一元一次方程式 ７x＝５x＋４ を解く際に用いられている等式の性質を選ぶ
１(３)
イ ○ ○






























































(２) 一元一次方程式 1.2x－６＝0.5x＋１ を解く
１(３)
ウ














































































































































(１) 反比例のグラフを選ぶ １(１)エ ○ ○
10






















































































































































































































































































































































































































問題番号 解 答 類 型 正答
１ (1) １ ア と解答しているもの。（３：４）




























問題番号 解 答 類 型 正答











問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ１(4) ８－５×（－６） を計算する 77.8％ P.16～ P.19 P.141，P.145














問題番号 解 答 類 型 正答
１ (3) １ ア と解答しているもの。（ a より大きい。）
２ イ と解答しているもの。（ a と等しい。）
３ ウ と解答しているもの。（ a より小さい。） ◎





a ×（－２）は負の数になるので，「a ×（－２）は，a より小さい。」になる。
■誤答について























問題番号 解 答 類 型 正答















問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H20Ａ１(2)
正の数と負の数で表した２つの市の最低気

























































































問題番号 解 答 類 型 正答




























































問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
青色のテープの長さa ｍは，黄色のテープ
H23Ａ２(3) の長さ b ｍの何倍であるかを，a，b を用い 未実施 P.19～ P.24 未実施
た式で表す
H25Ａ２(3)
a ｍの重さが b ｇの針金の１ｍの重さを，
33.7％
P.19， P.29，


























２ －２x ＋５ と解答しているもの。
３ －２x －５ と解答しているもの。
４ ２x ＋５ と解答しているもの。






問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ２(4) ２x ＋３y ＝９ を y について解く 57.1％ P.20～ P.23
P.146，
P.150～ P.151
H20Ａ２(4) x ＋２y ＝６ を y について解く 55.0％ P.20～ P.24
P.198，
P.202～ P.203
１ P.232，H21Ａ２(4) S ＝ ah を a について解く 45.7％ P.20～ P.24
２ P.237～ P.238
H22Ａ２(5) ２x ＋ y ＝５ を y について解く 73.7％ P.19～ P.23 P.182，P.189














問題番号 解 答 類 型 正答
２ (4) １ n ＋１ と解答しているもの。 ◎
２ n と解答しているもの。

































は，Ｂさんの持っているボール y 個より５個多い。」などの場面を設定し，「２x ＝ y ＋５」
や「２x － y ＝５」など同値の式を考えることを通して，等式の性質が成り立つことを確認
し，Ａさんが持っているボールの数を求めることは，式では「x ＝」の形で表すことを理解









まえ，連続する３つの整数は，最も小さい整数を n とすると「n，n ＋１，n ＋２」と表さ
れ，その和について考えればよいという構想を立てる活動を取り入れることが考えられる。
さらに，「連続する３つの整数の中央の整数の３倍」であることを説明するためには，連続






























問題番号 解 答 類 型 正答
３ (1) １ ア と解答しているもの。（両辺に２をたしても等式は成り立つ。）
２ イ と解答しているもの。（両辺から２をひいても等式は成り立つ。）
３ ウ と解答しているもの。（両辺に２をかけても等式は成り立つ。）
















問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ３(1)
一元一次方程式 ７x ＝５x ＋６ を解くと
61.7％ P.24～ P.27 P.152～ P.153
き，移項の意味を選ぶ
H21Ａ３(1)
一元一次方程式 ４x ＋７＝１５ を解くと
69.1％ P.25～ P.29 P.239～ P.240
き，移項の意味を選ぶ
H24Ａ３(3)




二元一次方程式 ２x ＋３y ＝９ を y につ
P.19， P.29，
H25Ａ２(4) いて解く際に用いられている等式の性質 74.6％



















問題番号 解 答 類 型 正答
















問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ３(2) 一元一次方程式 ４（x ＋５）＝８０ を解く 83.6％ P.24～ P.27 P.152，P.154
H20Ａ３(1)
一元一次方程式 －５x ＋７＝－x ＋３１
78.4％ P.25～ P.29 P.206～ P.207
を解く
３ １ P.239，H21Ａ３(2) 一元一次方程式 x＝ x －７ を解く 53.5％ P.25～ P.29
４ ４ P.241～ P.242
x ＋１ P.190～ P.191，H22Ａ３(2) 一元一次方程式 ＝２ を解く 60.6％ P.24～ P.28
５ P.194
H23Ａ３(1) 一元一次方程式 ０．１x ＋１＝１．５ を解く 未実施 P.25～ P.29 未実施






















問題番号 解 答 類 型 正答
３ (3) １ ア と解答しているもの。（０．０５x ＋０．０３y）
２ イ と解答しているもの。（０．０５x －０．０３y）
３ ウ と解答しているもの。（１．０５x ＋０．９７y） ◎
















問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ３(3) 数量の関係を連立二元一次方程式で表す 71.2％ P.24～ P.27
P.152，
P.154～ P.155











































問題番号 解 答 類 型 正答
１ ３











問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
５x ＋７y ＝３
H19Ａ３(4) 連立二元一次方程式 を解く 72.7％ P.24～ P.27 P.152，P.156
２x ＋３y ＝１
y ＝３x －１
H20Ａ３(4) 連立二元一次方程式 を解く 77.4％ P.25～ P.29 P.206，P.211
３x ＋２y ＝１６
２x －３y ＝１
H21Ａ３(4) 連立二元一次方程式 を解く 73.5％ P.25～ P.29 P.239，P.246
３x ＋２y ＝８
３x ＋２y ＝９ P.190～ P.191，
H22Ａ３(3) 連立二元一次方程式 を解く 79.6％ P.24～ P.28
x ＋ y ＝４ P.195
y ＝２x －１
H23Ａ３(4) 連立二元一次方程式 を解く 未実施 P.25～ P.29 未実施
y ＝ x ＋３
a ＋ b ＝８ P.26～ P.29， P.223～ P.224，
H24Ａ３(2) 連立二元一次方程式 を解く 81.7％
２a ＋ b ＝１１ P.31 P.226～ P.227
y ＝３x －２ P.27～ P.28， P.35～ P.36，
H26Ａ３(4) 連立二元一次方程式 を解く 68.0％








設問(1)を使って授業を行う際には，例えば，２x ＝６ を x ＝□ の形に変形するために，





























































































問題番号 解 答 類 型 正答









































































































































問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ５(1)①
直方体において，与えられた面に垂直

























問題番号 解 答 類 型 正答




















問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書



















問題番号 解 答 類 型 正答




























問題番号 解 答 類 型 正答





























































































問題番号 解 答 類 型 正答
６ (1) １ ア と解答しているもの。（∠ x の同位角は，∠ a である。）
２ イ と解答しているもの。（∠ x の同位角は，∠ b である。）
３ ウ と解答しているもの。（∠ x の同位角は，∠ c である。）
４ エ と解答しているもの。（∠ x の同位角は，∠ d である。） ◎






















問題番号 解 答 類 型 正答
６ (2) １ ア と解答しているもの。（８０°大きくなる。）
















問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
五角形の１つの頂点を動かし，角の大きさ
P.214，
























































問題番号 解 答 類 型 正答
７ (1) １ ア と解答しているもの。（４つの辺はすべて等しい。）
２ イ と解答しているもの。（向かい合う辺は平行である。）
３ ウ と解答しているもの。（向かい合う角は等しい。）











問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ６(3)
平行四辺形になるための条件を表した記号




















問題番号 解 答 類 型 正答











問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
証明で用いられている三角形の合同条件を
H19Ａ８ 選ぶ（２組の辺とその間の角がそれぞれ等 73.9％ P.40～ P.41 P.172～ P.173
しい）
証明で用いられている三角形の合同条件を
H22Ａ７(2) 選ぶ（直角三角形の斜辺と他の１辺がそれ 56.7％ P.41～ P.44 P.218～ P.221
ぞれ等しい）
証明で用いられている三角形の合同条件を
























問題番号 解 答 類 型 正答
７ (3) １ ア と解答しているもの。（２組の向かい合う辺がそれぞれ平行）
２ イ と解答しているもの。（２組の向かい合う辺がそれぞれ等しい）
３ ウ と解答しているもの。（２組の向かい合う角がそれぞれ等しい）















問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
長さの等しい２本の棒を２種類組み合わせ
H23Ａ７(2) た四辺形が，いつでも平行四辺形になるこ 未実施 P.46～ P.49 未実施
との根拠となる事柄を選ぶ
与えられた方法で作図された四角形が，い
P.50～ P.51， P.56～ P.57，
H25Ａ７(3) つでも平行四辺形になることの根拠となる 48.3％






























































問題番号 解 答 類 型 正答
８ １ ア と解答しているもの。
２ イ と解答しているもの。
















問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H21Ａ８
三角形の内角の和が１８０°であることの証




未実施 P.50～ P.51 未実施
明について正しいものを選ぶ





























問題番号 解 答 類 型 正答
９ １ ア と解答しているもの。（１０円のコピーを x 枚とったときの料金 y 円）
２ イ と解答しているもの。（縦 x ｃｍ，横 y ｃｍの長方形の面積２４ｃｍ２）
３ ウ と解答しているもの。（１５Ｌの水を x Ｌ使ったときの残りの水 y Ｌ）














具体的な事象の中の２つの数量 x，y について，y が x の関数であるかどうかを見いだす
ために，x にある値を代入したときに，y の値がただ１つ決まるかどうかを確認する活動を
取り入れることが考えられる。
本問題を使って授業を行う際には，それぞれの事象について，x の値を決めて y の値を求
める活動を取り入れることが考えられる。その際，「x 歳の人の身長は y ｃｍである。」につ
いては，例えば，学級において年齢が同じであっても異なる身長の生徒がいることから，
y の値がただ１つには決まらないことを確認する場面を設定することが考えられる。
また，x の値を決めたとき，y の値が１つではなくてもいくつかに決まれば，y は x の関
数であると誤解することが考えられる。そこで，関数の意味を確認するために，第３学年の







比例のグラフから，x の変域に対応する y の変域を求めることができるかどうかをみる。






















問題番号 解 答 類 型 正答
10 (1)












問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ10(2) 反比例のグラフを選ぶ 68.8％ P.45～ P.47 P.177，P.179
１２ P.236,H22Ａ10(2) 反比例 y ＝ のグラフを選ぶ 64.5％ P.51～ P.53
x P.240～ P.241


















問題番号 解 答 類 型 正答



















問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H22Ａ９(2) y ＝－２x 上の点を選ぶ 43.1％ P.47～ P.50
P.228,
P.230～ P.231




一次関数 y ＝２x －１について，x の値が
















問題番号 解 答 類 型 正答
10 (3) １ １≦ y ≦３ と解答しているもの。 ◎
２ ３≦ y ≦１ と解答しているもの。
３ ２≦ y ≦６ と解答しているもの。
４ －７≦ y ≦７ と解答しているもの。
５
１≦ y ≦□ と解答しているもの。
（□は３以外の数，または無解答）
６






問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H20Ａ10
比例のグラフ上に，x の変域に対応する部
















フがなめらかな曲線になることを確認したり，x の値を大きくしても y の値が０とならない







ることや，座標の表し方を確認した上で，x 座標の値を式に代入して y 座標の値を求めるこ
とができるようにすることが考えられる。









られるようにした上で，なぞったグラフの部分を y 軸に対応させて，y の変域を読み取る
（図３）活動を取り入れることが考えられる。このように変域を視覚的に捉えることは，関数











一次関数の表から，x と y の関係を式で表すことができるかどうかをみる。
本問題は，平成20年度【中学校】数学Ａ12(2)（正答率37.8％）と同趣旨の問題であり，「一













問題番号 解 答 類 型 正答
11 １ ア と解答しているもの。（ y ＝３x）
２ イ と解答しているもの。（ y ＝３x ＋５） ◎
３ ウ と解答しているもの。（ y ＝５x ＋３）
４ エ と解答しているもの。（ y ＝８x）








問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H20Ａ12(2) 一次関数の表から式を求める 37.8％ P.54～ P.56
P.244
P.246～ P.247






例えば，一次関数 y ＝ ax ＋ b の表から，x が１増加したときの y の増加量を読み取れば，
それが a になること，x の値が０のとき y の値を求めれば，それが b になることを見いだす
活動など，表から式を求める方法を考察する場面を設定することが考えられる。また，表か
ら２組の x，y の値を選び，y ＝ ax ＋ b に代入して，a，b の値を求めてもよいこと，その際，





























問題番号 解 答 類 型 正答





















問題番号 解 答 類 型 正答





























































問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H20Ａ３(3) x － y ＝１ の解の個数を選ぶ 59.1％ P.25～ P.28 P.206，P.210
H20Ａ13 二元一次方程式を表すグラフを選ぶ 57.8％ P.58～ P.59 P.248～ P.249
H21Ａ12
２x ＋ y ＝６ の解を座標とする点の集合が












































問題番号 解 答 類 型 正答
































問題番号 解 答 類 型 正答



















































問題番号 解 答 類 型 正答


















問題番号 解 答 類 型 正答

























































































投映画面の高さは，投映距離に比例するから，y ＝ ax の式で表すことができる。x の増加
量が１のとき，y の増加量は０．６だから，比例定数 a は０．６ となる。したがって，
「（ y ＝）０．６x」になる。
■誤答について

















問題番号 解 答 類 型 正答
１ (2) １ ア と解答しているもの。（５ｍ）
２ イ と解答しているもの。（６ｍ）








































例２ 投映画面の面積を変える前の光源の明るさを a，投映画面の面積を b とすると，
a





















３ 映像の明るさを２a にするために，投映画面の面積を x にすると， ◎
２a ＝ a ÷ x
























































































問題番号 解 答 類 型 正答
２ (1) １ ３×２０ または ２０×３ と解答しているもの。 ◎
２ ２０＋２０＋２０ と解答しているもの。 ○














































（３n ＋３）÷３＝ n ＋１

























（３n ＋３）÷３＝ n ＋１





（３n ＋３）÷３＝ n ＋１
６ n ＋１は中央の整数なのでいえる。 ○
＜(c)と(e)を記述しているもの＞
例 ３n ＋３





















連続する３つの整数 n，n ＋１，n ＋２の和３n ＋３を３（n ＋１）と変形し，その式につ
いて，「n ＋１が中央の整数である。」という根拠と「３（n ＋１）は中央の整数の３倍である。」
という説明すべき事柄の両方を記述することを求めた。











































































































































































問題番号 解 答 類 型 正答




































































































































問題番号 解 答 類 型 正答




















































































































































問題番号 解 答 類 型 正答







































































































問題番号 解 答 類 型 正答
５ (3) １ ア と解答しているもの。（ a ＋２b の値が最も大きい学級にする。）
２ イ と解答しているもの。（ a ＋２b の値が最も小さい学級にする。） ◎
３ ウ と解答しているもの。（２a ＋ b の値が最も大きい学級にする。）




記名のある落とし物を a 個，記名のない落とし物を b 個としたとき，記名のある落とし物
を１個１点，ない落とし物を１個２点とすると，各学級の点数は a ＋２b で表される。落と
し物の合計が少なく，落とし物の中でも記名のある落とし物が多い学級は， a ＋２b の値が
小さくなる。したがって，「a ＋２b の値が最も小さい学級にする。」になる。
■誤答について






































































問題番号 解 答 類 型 正答








y ＝ について，a は一定なので，x と y の関係は y ＝ ax の形で表される。したがって，３０
「 y は x に比例する。」になる。
■誤答について
x






















(c) y の値が８のときの x の値を求めること。
（正答例）
＜アを選択した場合＞
例１ 表から変化の割合を調べて，y が８のときの x の値を求める。（解答類型１）
＜イを選択した場合＞




選 例 x が y の何倍かを調べて，y が８のときの x の値を求める。
択 (c)について記述が十分でなく，(a)について記述しているもの。
２ ○






















の割合を調べて，y が８のときの x の値を求める。」などを明示して記述すること，または，
「イ 中心角の大きさと半径の長さの関係を表す式」を選択し，その「用い方」として「中
心角の大きさと半径の長さの式の y に８を代入し，x の値を求める。」などを明示して記述
することを求めた。
■誤答について











x １数関係を読み取る活動を取り入れることが考えられる。例えば，y ＝ を y ＝ x とい３０ ３０
１
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































問題番号 解 答 類 型 正答














問題番号 解 答 類 型 正答
















































































【通常問題（抜粋）】 中学校数学 Ｂ ４ 
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【通常問題（抜粋）】 Ｂ４ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｂ４では，下のような配慮を行い，次のページのようにした。 
① 文字や行間を拡大するとともに，設問(2)の解答欄の大きさを拡大している。また，それ
に伴って，桃子さんの証明の枠の大きさを，設問(2)の証明の枠と同じ大きさにし，文字や
行間を拡大するとともに，レイアウトの変更を行っている。 
② 設問(1)では桃子さんの証明が解答に必要となること，設問(2)では平行四辺形の図が 
解答に必要となることから，両設問ともにそれらを見開きページで提示している。 
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【拡大問題（抜粋）】 Ｂ４ 
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